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新  年  の  ご  挨  拶

　新年明けましておめでとうございます。健やかな
新年をお過ごしのことと思います。
　さて、今年の干支であります辰年に例えまして、
一言。
　たとえ苦しい出来事につまずいても、どんな時も
しあわせな一年になりますようにお祈りいたします。
　昨年５類に移行した新型コロナウイルス感染症で
すが、未だに陰に潜み拡大が懸念され今年も特に気
を付けたいものです。
　振り返って世界情勢をみますと、３年目に入るロ
シアによるウクライナへの軍事侵攻は継続し、加え
てイスラエルのガザ地区軍事侵攻による中東諸情勢
についても戦争拡大が予想され、今後の世界経済及
び環境に大きな影響が懸念されます。
　加えて中国による台湾周辺海域を含む海洋進出の
問題や北朝鮮による人工衛星の打ち上げ成功との報
道により西側諸国の脅威となっております。
　災害については世界各地で発生し、取り分け２月
に発生したトルコ・シリア両国の中東北部では大規
模な地震が発生し、５万人以上の犠牲者が出ている
との情報で、さらにはハワイ島の山火事では多数の
住民が火災により被災しています。
　日本では台風被害による局所的な水害の発生して
おり、毎年の災害に復旧が追い付かず被害が増大し
ています。
　経済界では、ドル高・円安が継続しており経済は
インフレモードに陥り産業の打撃と物価高騰による
ダブルパンチとなっております。

　さらに、賃上げモードに企業はさらなる経営方針
の転換を図らなければならない状態となっておりま
す。
　このような世界観を垣間見て落ち込む気分を払拭
したい明るいニュースを提供できるよう、私たち組
合は消防用設備の点検保守及び工事を通じて社会貢
献を考えなければなりません。
　災害被害のない国土社会の構築するため、防災設
備へのメンテナンスに最新の知識技術をもってあた
り、未然防止に努めてまいります。
　さらに、国民の生命財産を守るため火災及び地震
からの安全対策での充実と関係機関との連携強固を
さらに努め、組合員同士との連携を深め協力体制の
構築を進めてまいりたいと思います。
　最後にあたり、当組合は今年で設立50周年を迎え
記念行事を計画しております。これもひとえに皆々
様のご支援・ご協力いただきここまで精進してまい
りましたことに感謝申し上げます。
　今後とも、消防設備業界並びに関連団体と一致協
力し防災事業の発展推進を祈念いたしまして、新年
のご挨拶とさせていただきます。

千葉県消防設備協同組合
理事長　佐　藤　宣　仁
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新  年  の  ご  挨  拶

　新年明けましておめでとうございます。
　千葉県消防設備協同組合の皆様方におかれまして
は、令和６年の初春を健やかにお迎えのことと、心
からお慶び申し上げます。
　また、日頃から本県の消防防災行政に御理解・御
協力いただき、厚くお礼申し上げます。
　昨年も各地で様々な災害が発生し、本県において
は５月に木更津市において震度５強の地震が発生し
たほか、９月には台風第13号の接近に伴う大雨災害
により県内各地で甚大な被害が生じました。被害に
遭われた方々に対し、謹んでお見舞い申し上げます。
　全国的に風水害が激甚化・頻発化し、大規模地震
の発生も危惧されている中、これらの災害を教訓と
して、更なる防災力の強化に努めるとともに、「防
災県」の確立に向け、国、市町村、事業者の皆様方
と更なる連携強化を図ってまいります。
　さて、近年の火災発生状況をみますと、住宅火災
の割合は徐々に減っているものの、未だ全体の約３
割を占めています。また、住宅火災により亡くなっ
た方は、火災による死者数全体の６割以上を占めて
おり、特に高齢者の割合が高くなっています。こう
した住宅火災の対策は、「住宅用火災警報器」の設
置が効果的で、設置により被害が概ね半分以下にな
ることが分かっています。しかしながら、平成23年
に全ての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付け
られましたが、未だ約２割の住宅が未設置であり、
また、設置されている住宅においても、電池切れや
電子部品の劣化による動作不良が懸念されています。

千葉県は特に設置率が低く、全国の47都道府県中で
第39位という状況であり、普及が喫緊の課題となっ
ています。
　さらに、大規模地震時等に発生することが多いと
されている電気火災には、地震の揺れを感知して電
気を自動的に止める「感震ブレーカー」が有効とさ
れています。しかしながら、感震ブレーカーへの認
識不足や設置に係る費用負担等から、普及はあまり
進んでいない状況となっています。
　こうした中、県では、春・秋の火災予防運動や各
種イベントを通じて、各消防本部や千葉県住宅防火
対策推進協議会の関係団体などとも連携し、住宅用
火災警報器や感震ブレーカーの普及及び定期的な点
検を促進するとともに、県民の防火・防災意識の高
揚を図っています。また、「千葉県地域防災計画」
において、大規模火災対策に備えた予防・応急対策
についても推進することとしており、県民の皆様が
安全で安心して暮らせる地域社会づくりに努めてい
るところです。
　貴組合におかれましても、日ごろから事故防止と
安全確保に御尽力されていることと存じますが、引
き続き、消防用設備の設置・点検・整備が適正に実
施されるよう、積極的な保安活動の推進をお願いい
たします。
　結びに千葉県消防設備協同組合のますますの御発
展と、組合員の皆様方の御健勝を心から祈念申し上
げまして、新年の御挨拶といたします。

千葉県防災危機管理部　
部長　添　谷　　進
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新  春  の  ご  挨  拶

　令和６年の新春を迎え、謹んで年頭のご挨拶を申
し上げます。
　千葉県消防設備協同組合の皆様におかれましては、
新春をお健やかにお迎えのこととお慶び申し上げま
す。
　また、平素から消防防災の推進に多大なご理解と
ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　組合員の皆様には、建築物の安全のために日頃か
ら技術の研鑚に励まれるとともに、火災の未然防
止・被害の拡大防止などに多大な貢献をされており
ますことに、心から敬意と感謝の意を表します。
　さて、昨年を振り返りますと、我が国における新
型コロナウイルス感染症が５月に感染症法上、季節
性インフルエンザと同じ５類に引き下げられたこと
により、個人消費や設備投資などの内需が拡大し、
インバウンド需要も回復基調となるなど、飲食業、
宿泊業をはじめ各分野における社会経済活動もコロ
ナ前に戻りつつあります。
　こうした中で、昨年は４年ぶりに全国女性消防操
法大会が開催され、本県代表の館山市女性消防隊が
８位入賞という輝かしい成績を残しました。また、
当協会においても、新型コロナウイルス感染症の影
響により縮小又は中止していた県消防操法大会や県
消防殉職者慰霊祭などの行事をコロナ以前に近い形
で実施したところです。
　一方、災害においては、昨年は５月に木更津市で
震度５強の地震が発生するなど、全国各地で地震が
頻発しており、首都直下地震や南海トラフ地震など

の巨大地震発生の確率が高いことも危惧されていま
す。
　また、地球温暖化の影響等により、台風や集中豪
雨などの自然災害も多発しており、７月から８月か
けて梅雨前線や台風により西日本を中心に被害が発
生し、９月には台風13号により本県にも大きな被害
がもたらされたところです。
　当協会としても国や地方公共団体等の各種施策に
基づき、消防関係者の皆様と力を合わせて地域防災
力の充実強化に向けて、なお一層の努力をしてまい
る所存であります。
　これからも地域住民の安全・安心を守るため、消
防設備協同組合の皆様と消防関係者が一体となり、
火災予防や適切な防災管理を促進する活動を展開す
ることが重要と考えておりますので、組合員の皆様
には、引き続きご協力をよろしくお願い申し上げま
す。
　また、近年、全国的にも消防団員の減少が課題と
なっています。当協会としても、従業員が消防団に
相当数入団しているなど消防団活動を積極的に支援
していただいている企業を顕彰する「消防団協力事
業所表示制度」等の対策を推進していますので、消
防団に対しても組合員の皆様の一層のご理解とご支
援をお願い申し上げます。
　結びに、千葉県消防設備協同組合の益々のご発展
と、組合員の皆様方のご健勝とご繁栄を心から祈念
申し上げまして、新年のご挨拶といたします。

千葉県消防設備協同組合　顧問　
公益財団法人千葉県消防協会

会長　石　橋　　毅
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令和５年各支部活動報告令和５年各支部活動報告
第１支部長　㈲丸勝電気　田貝嘉男
　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　長期化していたコロナの感染は５類に移行し、やっと様々な行動制限が解除されコロナ禍以前の日常を取
り戻しつつあります。
　支部の皆様との交流が難しくなっておりましたが、令和５年９月に理事会等の報告と納涼会を兼ねた親睦
会を行い沢山の方にご参加頂きました。支部の皆様に会う機会は殆ど無い為、貴重な時間であったと考えて
おります。コロナ及びインフルエンザ等、社会の状況を見ながらにはなりますが、支部の新年会も行い更に
親睦を深めたいと思っております。
　本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

第２支部長　青木防災㈱　秋谷美香
　謹んで新春のお慶び申し上げます。
　コロナ過の影響から少しずつ本来の日常生活に戻り始め、第二支部の活動も感染対策を講じながら少しず
つ再開させて参りました。
　７月に第二支部親睦会、９月に第二支部韓国旅行と４年越しに支部員同士の親睦を深める事ができ11月に
は船橋市消防局主催による全国火災予防運動の活動に参加させて頂きました。
　コンコースでの開催は４年ぶりとなり、①住宅用火災警報器の展示と説明、②耐用年数が過ぎている消火
器の回収窓口の案内、③防災用品等の展示と説明などの活動を実施いたしました。
　会場では船橋市消防局による音楽隊の演奏や地域の子供たちによる火災予防のピーアール等、活気あふれ
る予防運動となり、市民の皆様にもより一層の防火思想の普及啓発を図ることが出来たと思います。
　引き続き感染対策等を実施しながら支部活動を実施して参りたいと思っております。

第３支部長　㈱関東消防機材　松本兆司
　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが５類へと変更になり、コロナ禍の支部活動の
空白を埋めていくような１年となりました。
　５月の支部総会から始まり、研修旅行、そしてリモートで行うことを余儀なくされていた毎月の定例会も
顔を合わせて行うようになり、定例会ではインポス制度や働き方改革、固定電話回線ＩＰ網移行に伴う火災
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通報装置の今後の対応などの意見交換を行い、毎回組合員の方の元気な姿をみることで少しずつコロナの収
束を実感する年でもありました。
　一昨年に引き続き千葉県立京葉工業高等学校設備システム科２年生の生徒を対象とした出前講座を佐藤理
事長、田中事務局長の協力を得ながら行うことが出来ました。若い人たちの選択肢の中に消防設備業という
種が育ってくれることを願う活動となりました。
　11月には懇親会も兼ねたボーリング大会を４年ぶりに開催する運びとなり、賛助会員の方々も含め約70名
の参加を頂きました。準備段階では大変なこともありましたが、副支部長と力を合わせ、無事に大会を終え
ることができ大勢の方々に参加頂き楽しい時間を過ごせましたことを本当に感謝致します。
　皆様方のご理解とご協力を賜りながら、微力ではありますが支部活動を行って参りますので、本年もどう
ぞ宜しくお願い申し上げます。

第４支部長　㈱笠井商会　高見世光弘
　新年明けましておめでとうございます。
　昨年は新型コロナウイルスの５類移行により久しぶりに支部活動を再開と考えましたが、支部会員の事業
が忙しく目立った活動の機会がない状況となってしまいました。
　そのような中、４支部地区については成田国際空港の第３滑走路の増設等大きな工事が計画され、それに
関連する事業も検討され、辰のように大きく飛躍する年に期待したいものです。
　また、今年は支部会員との交流を活発にして視察研修会等も行えるよう、連携を密にしていきたいと思い
ます。
　本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

第５支部長　㈱斉藤商会　斉藤孝治
　新年明けましておめでとうございます。
　第５支部の活動報告としましては４月及び７月に支部会を開催しました。
　10月は５年半ぶりとなる支部親睦旅行で伊勢・名古屋方面に行き、11月には忘年会を開催し会員の親睦を
深めてまいりました。
　今後の活動につきましては定期的に支部会を開催し情報交換を行い、知識を深め技術の向上を目指したい
と思っております。
　本年もよろしくお願い申し上げます。
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受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
☆�　令和５年度春の叙勲に際し栄えある旭日双光章を、竹森電設株式会社 代表取締役 竹森久夫氏が授章さ
れました。
　　永年ご尽力されましたご功績に対し、授章されましたことに誠におめでとうございます。

☆�　「日本消防設備保守関係功労者表彰」並びに「消防設備等点検表示制度推進優良事業所表彰」が今年も令
和５年11月２日東京元赤坂の明治記念館において行われました。今年は新型コロナウイルス感染症対策が
５類に移行し４年ぶりに懇親会も開催されました。
　�　当千葉県消防設備協同組合からは、日本消防設備安全センター理事長賞個人の部に有限会社井上防災工
事 代表取締役 井上高行様が受賞し、さらに日本消防設備安全センター理事長賞推進優良事業所の部に、千
葉ノーミ株式会社様、株式会社堀内防災様がそれぞれ受賞しました。
　　受賞された皆様方、誠におめでとうございました。

㈲井上防災工事　井上様 ㈱千葉ノーミ　村井様 ㈱堀内防災　堀内様

－6－



本年度の組合活動の報告本年度の組合活動の報告
　千葉県消防設備協同組合は、「中小企業等協同組合法」に基づき、行政庁の認可を得て設立された法人で、
官公需適格組合の資格を持ち「組合の共同事業を通じて、組合員の経営の近代化、合理化を図る」ことを目
的として活動しております。常に人様の生命・財産の安全・安心を掲げ、組合員の指導、育成、地場産業の
振興、さらには業界の秩序維持、技術向上を推進していくことを基本理念として、令和５年は具体的に次の
ような活動を行いました。

１　総　会
　第50回通常総会は、新型コロナウイルス感染症対策も５月早々５類移行となって和やかな雰囲気での開催
となりました。令和５年5月27日（土）京成ホテルミラマーレにおいて、理事役員及び組合員の参加により開
催いたしました。
　第１号議案は「令和４年度事業報告」、第２号議案「令和４年度収支決算報告」、第３号議案「令和５年度
役員選出について」、第４号議案「令和５年度事業計画（案）について」、第５号議案「令和５年度事業計画
（案）について」、第６号議案「賦課金の増額（案）について」それぞれ審議をいただき、会場出席者及び委
任状を含めた全92名により満場一致で原案どおり承認され、もって第50回通常総会議案は全議案承認されま
した。

２　理事会、委員会等主な会議開催
　理事会につきましても新型コロナウイルス感染対策が５類移行となって全会の集合開催が可能となり、令
和５年度中は３回開催しました。また、委員会につきましても活発に行われ各委員会の開催が行われました。
詳細は下段のとおりとなります。

第１回理事会概要　
令和５年５月11日（金）
【議案】
・第50回通常総会開催に向けて 
・総会資料について（案）
【報告・連絡等】
・令和４年度監査報告について（議事録）消火管・継手接合講習会について
・第２回事業委員会議事録について
・前期消防設備士受験者講習会について
・職長・安全衛生管理者教育再講習会の開催結果について
・二酸化炭素消火設備標識の設置に関する情報提供について
・消防設備士受験者講習会研修費にかかる助成金利用申請手順について
・令和５年度講習会開催予定一覧について

第２回理事会概要　
令和５年６月26日（月）
【議案】
・新役員の委員長人事及び委員会振り分けについて
・組合設立50周年記念事業計画（案）について
・賛助会員の退会について
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【報告・連絡等】
・フルハーネス講習会の開催について
・前期消防設備士受験者講習会開催
・応急手当WEB講習会の開催について
・高所作業車講習会の開催について
・銚子市・山武市小中学校防火設備点検の依頼について
・第45回組合親睦ゴルフコンペの開催について
・千葉県への消火器寄付について
・令和５年度事業計画進捗状況について     
・組合お盆休暇について（案）
 ・令和５年度賦課金及び賠償責任保険負担金の通知について
・次回理事会開催予定　

第３回理事会概要
令和５年10月17日（火）
【議案】
・第２回総務委員会議事録について（承認）
・消火管・継手接合施工要領講習会の開催結果について
・前期消防設備士受験者講習会の開催結果について
・第１回WEB応急手当講習会の開催結果について
・足場組立作業従事者特別教育講習会の開催結果について
 【報告・連絡等】
・第45回組合親睦ゴルフコンペの開催結果について
・2024月４月法改正要点研修会の開催について
・消火器補てん事業状況他について
・第２回千葉県立京葉工業高校への出前講座について
・歴代理事長懇親会の開催について（案）
・情報提供
・官公需適格組合更新完了継続について
・上半期概算決算報告について
・次回第４回理事会開催予定　
【委員会】
第１回総務委員会
令和５年７月５日（水）
・組合設立50周年記念事業計画（案）について
第２回総務委員会
令和５年９月25日（月）
・組合設立50周年記念事業計画（案）について
・消設協だより第42号の編集内容について
第３回総務委員会
令和５年11月28日（火）
・組合設立50周年記念事業計画（案）について
・重要文化財の消防設備点検における支部助成金の扱いについて
・消設協だより第42号の編集内容について

－8－



第１回事業委員会
令和５年７月11日（火）
・令和５年度契約状況について
・組合設立50周年記念事業計画（案）について
 ・前期消防設備士受験者講習会の開催について
・令和５年度事業計画について
第１回厚生委員会
令和５年12月６日（水）
・次年度賠償責任保険更新における組合員売上額調査について（案）

３　組合及び組合員の公共事業等の主な受注先
千葉県健康福祉部衛生指導課 木更津警察署
　
東総食肉衛生検査所 富津警察署

南総食肉衛生検査所 千葉県立我孫子高等技術専門校

動物愛護センター 千葉県教育庁南房総教育事務所

千葉県健康福祉部健康福祉政策課 千葉県教育庁東葛飾教育事務所
習志野健康福祉センター
市川健康福祉センター 東葛飾地域振興事務所（自家発設備）
野田健康福祉センター
印旛健康福祉センター 東葛飾地域振興事務所（庁舎）
海匝健康福祉センター
八日市場健康福祉センター 東葛飾地域振興事務所（職員寮）
山武健康福祉センター
夷隅健康福祉センター ㈱幕張メッセ
安房健康福祉センター 　
鴨川健康福祉センター 千葉県立農業大学校
君津健康福祉センター 　
市原健康福祉センター 千葉県立農業大学校機械化研修科

千葉県葛南港湾事務所　 千葉県電気工事工業組合

千葉県立千葉高等学校 白井市シルバー人材センター

千葉県立千葉女子高等学校 千葉市立各小学校

千葉県立関宿高等学校 千葉市立各中学校

千葉県立木更津東高等学校 公益財団法人　千葉市防災普及公社
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４　職長・安全衛生責任者教育再講習会について
　令和５年４月19日（水）ポリテクセンター千葉にて、職長・安全衛生
責任者教育再講習会を開催いたしました。参加者は10社・18名と組合と
して初めての開催でしたが、資格を取得し更新の間がなく開催希望する
組合員の要望により行われました。講師は、（一社）労働技能講習協会よ
りお招きし全日のカリキュラムに参加者は集中して講義に耳を傾けてい
ました。

５　電子帳簿保存法研修会について
　厚生委員会主催による「電子帳簿保存法に関する研修会」を令和５年
７月５日（金）に千葉県電工会館２階研修室で開催いたしました。参加
者は13社・18名と今年から始まる新制度内容に関心が高まり、多くの方
にお集まりいただきました。
　講師は日新税理士法人事務所の副所長 古知潔氏による講演が行われ、
時間を超えるほどに熱心に聴講され質問も多く今後の事務手続きに役立
てていただきたいと思います。
　

６　消防設備士試験に向けた受験者講習会について
　毎年開催しております消防法第17条の８の規定に基づく消防設備士試験に伴い令和５年度前期消防設備士
受験者講習会（甲・乙種第１類・４類・６類）を、今年も（一社）千葉県消防設備協会と共同事業として令
和５年８月19日（土）・20日（日）の２日間開催いたしました。
　第１類・第４類・第６類併せて56名の参加をいただき、この講習会についても新型コロナウイルス感染症
対策も５類に移行し制約が取れて参加者も若干増えました。また、令和５年度後期消防設備士受験者講習会
につきましても令和６年１月27日（土）・28日（日）の２日間、千葉市稲毛区六方町のポリテクセンター千葉
で、２月12日（月･祝日）の本試験に向けて開催予定です。

１類講習会場風景 ４類講習会場風景

６類講習会場風景
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７　応急手当WEB講習会の開催について
　事業委員会では、仕事中または普段の生活の中で急に意識
がなくなった時の応急処置技術習得のため、千葉市防災普及
公社に依頼して毎年救命講習会を開催しています。
　令和５年８月28日（月）にWEB講習会（事前にパソコンや
スマホによりご自宅等でe-ラーニングで学習してから講習会場
にて短縮した実技部分（1.5ｈ）を行う講習）を開催し、５社・
６名の参加がありました。なお、次回は令和６年１月31日（水）
に開催を予定しております。

８　第45回千葉県消防設備協同組合親睦ゴルフコンペの開催について
　令和５年９月５日（火）袖ヶ浦市カメリアヒルズカント
リークラブにて、第45回千葉県消防設備協同組合親睦ゴルフ
コンペを開催いたしました。
　参加者は24名と昨年同様組合員・賛助会員の皆様の参加に
より行われました。
　異常気象の影響か季節外れの高気温の中、スタートし最後
まで脱落者もなく無事に全員ホールアウト。お楽しみの懇親
会は全員にもれなく豪華な景品が渡り楽しく終了しました。
　ラウンド後は一層の懇親を深めるパーティーを開催し副賞
の賞品に全員満足な懇親会となりました。なお、優勝は㈱津田防災工事店の日高様でした。おめでとうござ
いました。

９　足場組立作業従事者特別教育講習会の開催について
令和５年10月11日（水）ポリテクセンター千葉を会場に、足場組立作
業従事者特別教育講習会を開催いたしました。参加者は５社・15名と
初開催でしたが、講義に真剣に取組み修了証が交付されました。

10　低圧電気取扱特別教育講習会の開催について
　令和５年10月18日（水）ポリテクセンター千葉を会場に、低圧電気
取扱特別教育講習会を開催いたしました。
　参加者は10社・27名と、こちらも初開催でしたが、講義に真剣に取
組み修了証が交付されました。
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11　千葉県立京葉工業高等学校へのインターンシップ講座開催
　総務委員会では昨年より計画しておりました千葉県立京葉工業高等学校への就職前事前研修会として令和
５年10月24日（火）に開催いたしました。当日、第３支部組合員10名と事務局の合同により準備を進め設備
システム科２年生27名に対して研修を行いました。
　この研修は学校事業の一環として各業界関係者も参加しており、卒業生の就職進路に一役を担うことを目
的に昨年に引き続き２回目の開催となります。
　当日は、消防設備の基礎知識の説明しその後に設備ごとに分かれて実習に入りました。
　生徒たちにとっては普段見慣れている消防設備ではありますが、普段なかなか手にして操作することがな
いことに大変興味をしめしていました。

　将来の進むコースの一翼になればと今後との開催を予定しております。

松本支部長説明 生徒による降下実習訓練

佐藤理事長挨拶 松本支部長説明

新田常務理事説明 佐藤理事説明
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12　令和６年４月働き方改革法改正研修会の開催について
　厚生委員会主催による「令和６年４月働き方改革法改正研修会」
を令和５年11月20日（月）に千葉県電工会館２階研修室で開催いた
しました。
　参加者は13社・18名と令和６年度４月から始まる新制度内容に関
心が高まり、多くの方にお集まりいただきました。
　講師は社会保険労務士法人 ネクステップ社会保険労務士/事業継
承士：山崎裕樹氏をお招きして「最近の法改正のポイントをまるご
と押さえる！令和６年版働き方改革説明研修会」と題して講演を行いました。時間を超えて熱心に質問も多
く好評のうちに終了しました。

13　千葉県重要文化財の消防設備の点検事業について
　（一社）千葉県消防設備協会からの委託により、県内の重要文化財について消防用設備の設置普及に努めて
きたところであります。この制度は平成13年度から実施しておりすでに30ヶ所の重要文化財等について消防
用設備が設置されております。
　今年度は平成24年度から令和３年度までに設置した15ケ所のうち（消火器交換を除く２施設）13施設の点
検を年度末までに実施いたします。

文化財施設（消火器設置）一覧表
年　　度 神 社 仏 閣 名 所　　在　　地
平成24年 登渡神社 千葉市
〃 天福寺 千葉市

平成25年 久保木竹窓 香取市
平成26年 五所神社本殿 成田市
〃 玉前神社本殿 長生郡　一宮町
〃 松林寺 佐倉市

平成27年 須賀神社 木更津市
〃 石堂寺 南房総市
〃 子山ホーム いすみ市

平成28年 長栄寺 市原市
〃 獅子吼園 茂原市
〃 葛飾神社 船橋市

平成30年 宝城院 浦安市
平成31年 長福寺 印旛郡　酒々井町
令和２年 大巌寺 千葉市

－13－



ことしの辰年男特集ことしの辰年男特集

会 社 名：㈱津田防災工事店
役　　職：代表取締役　日 高 久 貴
（組合役職：副理事長）

生年月日：1964年９月24日生まれ
血 液 型：O型

会 社 名：富士システム防災株式会社
役　　職：代表取締役　藤 原 政 治
（組合役職：理事）

生年月日：1976年12月27日生まれ
血 液 型：Ａ型

14　火災発生における初期消火器使用の消火器補てん事業状況について
　（一社）千葉県消防設備協会からの委託により、県内で発生した火災における初期消火に使用した消火器の
補てん事業が平成30年度から展開しております。
　この事業は千葉県内における自社または自己の所有する消火器を使用し、消火に協力した場合等に消火器
を補てんする事業です。
　本年度の補てん申請は現在まで１件ですが、少ないことは火災の減少による消火回数も減っていると解釈
しております。今後とも火災の被害軽減を目標に協力してまいります。

2024年度　千葉県消防設備協同組合
設立50周年記念式典開催予定
開 催 日：令和６年５月25日（土）
開催場所：京成ミラマーレ　６階　ローズルーム
開始時間：15時30分～
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事 務 だ よ り事 務 だ よ り

　明けましておめでとうございます。昨年はコロナウイルス感染症対策が５類に移行し活動がしやすくなり
明るい兆しが見えてきたように思えました。しかし、世界ではロシアのウクライナ侵攻がまだ継続中です。
　それに加えイスラエルがガザ地区への軍事侵攻を開始し、多くに市民が犠牲となっている事実はまたショッ
クでした。世界平和は誰しもが望んでいるところですが、一部の支配者の耳には届かないのでしょうか。
　早く収束して平和な暮らしが保てるよう祈るばかりです。
　さて、今年の干支は辰年です。大きな体で天を自由に飛び回る架空の動物ですが、すべてのもの引き
かき回す獰猛さで世界を平穏に落ち着かせてもらいたいものです。
　また、組合では設立50週年を記念して式典を開催予定しております。半世紀の節目となる記念式典に
ぜひお越しくださいますよう、よろしくお願いいたします。
　今年も身体に気を付けて、本年もどうぞよろしくお願いいたします。（田）

編 集 後 記

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

【組合員及び賛助会員の変更事項】

【退会】

①　㈲流山防災
代表取締役　永嶋　数俊

②　㈱ビックフィールド
代表取締役　大野　芳弘

（ご活躍をご期待いたします。）

【代表者変更】

①　㈱関東消防機材
（新）代表取締役　松本　兆司　
住所：〒264-0002　千葉市若葉区千城台東3-2-9
TEL：043-237-5131　　FAX：043-236-4130

②　㈲森防災設備
（新） 代表取締役　森　祐介
住所：〒299-1162　君津市南子安3-1-6
TEL：0439-52-5254　　FAX：0439-52-5355

③　㈲千葉システム防災
（新） 代表取締役　保坂　雄一
住所：〒263-0005　千葉市稲毛区長沼町167-75
TEL：043-216-0011　　FAX：043-216-0013　

【賛助会員の住所変更等】

①　㈱消防試験協会
代表取締役　金林　良幸
住所：〒131-0042東京都墨田区東墨田3-9-13　
TEL：03-5247-1248　　FAX：03-5247-1243
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避 難 器 具 は 救 助 袋 を ！
お客様にピッタリの救助袋を国内自社工場で設計製造しております

齋 田 産 業 株 式 会 社

製造製品
斜降式救助袋　垂直式救助袋　避難器具用ハッチ
各種避難器具の設置工事・点検業務

避難器具用ハッチ 救助袋　斜降式 救助袋　垂直式

〒101－0052 東京都千代田区神田小川町２－６
☎ 03（3291）4141　FAX.０３（3292）8588

http://www.saitasangyo.co.jp
工場：小樽／東京江戸川

ホーチキhttps://www.hochiki.co.jp

千葉支社 　千葉市中央区中央 1-11-1 千葉中央ツインビル 10 階
                         TEL:043-223-5533  FAX:043-223-5534

火災報知
システム

メンテナンス
＆

リニューアル

出入管理
システム

情報通信
システム

トンネル防災
システム

消　　火
システム

火災防災を通して社会に貢献する



千葉メンテサービスセンター
043-265-3037



03-3599-3571

機能もデザインも進化した、 
新しい複合 GR 型火災受信機
　　　　　 　シリーズ

千葉支社：〒260-0821  千葉市中央区若草1-2-12　（043）266-0303

火災から大切な
命と財産を守る
火災ゼロをめざし取り組んできた能美防災は、
自動火災報知設備や消火設備を通じて社会の
安全に貢献しています。



本　　　 社 〒297-0211　千葉県長生郡長柄町榎本468
事 業 本 部 〒297-0212　千葉県長生郡長柄町小榎本715
TEL：0475-35-3322　FAX：0475-35-3430
E-Mail：info@wtnbsuj.co.jp










